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令和３年度の実施状況の概要について 

(国有林野事業の役割) 

 国有林野は、我が国の国土の約２割、森林面積の約３割を占

め、その多くが奥地脊梁
せ き り ょ う

山地や水源地域に分布し、人工林※や

原生的な天然林※等の多様な生態系を有しています。その立地

や森林資源等の状況から、①国土の保全その他国有林野の有す

る公益的機能の維持増進、②林産物の持続的かつ計画的な供給、

③国有林野の活用による地域の産業振興又は住民福祉の向上

への寄与を目標として管理経営に取り組んでいます。  

 このような中、森林に対する国民の要請は公益的機能の発揮

に重点を置きつつ更に多様化しており、国有林野に対しても国

土の保全や地球温暖化防止、生物多様性保全の面での期待が大

きくなるとともに、国有林野と民有林野を通じた公益的機能の

発揮や我が国の森林・林業の再生への貢献が求められていま

す。 

 これらの国民からの要請に応えるため、国有林野の管理経営

を行う国有林野事業は、平成 25 年度から、一般会計で実施す

る事業に移行し、国民共通の財産である国有林野を名実ともに

「国民の森林
も り

」とするよう、民有林に係る施策との一体的な推

進を図りつつ、公益重視の管理経営を一層推進しています。ま

た、その組織、技術力その他各種資源を活用し、民有林の経営

に対する支援や木材の安定供給等の取組を進めています。  
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（管理経営基本計画及び令和３年度の実施状況） 

 農林水産省では、国有林野の管理経営に関する基本的な事項

を明らかにするため、「国有林野の管理経営に関する法律」に

基づき、あらかじめ国民の皆様の意見を聴いた上で「国有林野

の管理経営に関する基本計画」（以下「管理経営基本計画」と

いう。）を策定し、これに基づき国有林野の管理経営を行って

います。 

 管理経営基本計画は、10 年を１期とする計画で５年ごとに

策定することになっています。 

 令和３年度は、平成 30 年 12 月に定めた平成 31 年４月から

令和 11 年３月までを計画期間とする管理経営基本計画に基づ

き、国有林野を名実ともに「国民の森林
も り

」としていくため、 

①  公益重視の管理経営の一層の推進 

②  民有林の経営に対する支援等森林・林業再生への貢献  

③  「国民の森林
も り

」としての森林とのふれあいや国民参加の

森林
も り

づくり等の推進 

④  国有林野の林産物の安定供給 

等に努めました。 

  本報告は、こうした取組の実施状況について、国民の皆様に

理解をいただけるよう、写真と図表を用いてできるだけ分かり

やすく記載したものです。 

＊右肩に「※」を付している用語については、その解説を 81～86ページに記載。  

国有林野の管理経営に関する基本計画  

https: / /www.r inya.maff.go .jp/ j /kokuyu_r inya/kanri_keie i/kihon_keikaku.html  
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トピックス１  国有林野事業における木材不足・価格  

高騰（いわゆるウッドショック）への対応  

（各森林管理局）  
 国有林野事業では、地域の木材需給状況が急激に変化した場合に  

おいて、各森林管理局及び本庁で国有林材供給調整検討委員会を臨

機に開催して各地域の需要等を踏まえながら、供給時期の調整等に

より供給調整機能を発揮するよう努めています。  

 令和２年は、新型コロナウイルス感染症の影響により経済活動が

縮小し、我が国では新設住宅着工戸数が減少したことなどに伴い素

材（丸太）需要が減少したことから、立木販売※の公告延期等を実  

施しました。一方で令和３年に入って、我が国の住宅需要が回復す

る中、米国での木材需要の高まりやコンテナ海上輸送費の上昇など

を背景に輸入木材が不足、価格が高騰し、国産材への代替需要が生

じ、国産丸太への需要も高まりました。  

このことを受けて、令和３年度は需要増加に対応するため、各森

林管理局では、国有林材供給調整検討委員会の意見等も踏まえ、年

度当初から立木販売物件の前倒し販売、素材生産請負事業の早期発

注、生産した素材（丸太）の早期販売等を実施しました。  
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 地域によっては国産丸太への旺盛な需要は年度末まで継続し、地

域事情を踏まえたきめ細やかな対応に努めた結果、令和３年度の国

有林材供給量については、前年度比約３割増加しました。  

 こうした取組について、本庁の国有林材供給調整検討委員会で

は、「令和２年度は木材需要が低迷する中で供給を抑え、令和３年

度には木材の不足感が強くなる中で前倒しで丸太を供給し、国有林

で行った供給調整には一定の効果があった。」と評価されました。  

今後においても、国有林材の安定供給に努めつつ、国有林材供給

調整検討委員会での意見等を踏まえながら立木販売の前倒しや公告

延期など柔軟な対応に取り組んでいきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立木販売：樹木を伐採せず、立木のままで販売する方法。数量は立木販売  

量を素材（丸太）換算した丸太材積（推計）。  

素材販売※：間伐※等の森林整備によって得られた丸太を販売する方法。  

数量は丸太材積。  
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トピックス２  「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表
島」の世界自然遺産登録と国有林の貢献  

（九州森林管理局）  

令和３年７月に「奄
あ ま

美
み

大島
お お し ま

、徳之島
と く の し ま

、沖縄
お き な わ

島
じ ま

北部
ほ く ぶ

及び西表
い り お も て

島
じ ま

」が

我が国で５か所目となるユネスコの世界自然遺産※に登録されまし

た。 
九州森林管理局では、遺産地域の面積（約４万３千 ha）の約７割

を占める国有林野のほぼ全域について、平成３年から順次「森林生

態系保護地域」（注）に設定してきたところであり、希少種保護のため

の巡視、外来植物の分布状況調査及び駆除、入林状況の把握、希少

動物の密猟防止や希少植物の盗採掘防止に係る啓発等の取組を行

い、森林の厳格な保護・管理に努めています。  

注：保護林（49 ページ参照）の一種で、遺産地域には、設定順に「西表島」（平成

３年３月）、「奄美群島」（平成 25 年３月）、「やんばる」（平成 29 年 12 月）

の３つの森林生態系保護地域を設定。それぞれその特質を踏まえて策定した「森

林生態系保護地域保全管理計画」に基づき、遺産地域全体の包括的管理計画等

にも整合した厳格な保護・管理を実施。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界自然遺産地域・緩衝地帯と
国有林野の図面  

・鹿児島県奄美市 (あまみし ) 
金作原 (きんさくばる )国有林  

・亜熱帯地域に特徴的なヒカゲヘゴ  

あ  ま  み    お  お  し  ま       と  く    の   し   ま       お  き  な  わ   じ  ま  ほ  く    ぶ                い り お も て  

じ ま  
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また、今回の登録に伴い、世界遺産委員会から、西表島等におけ

る観光管理、絶滅危惧種の交通事故死減少のための対策、緩衝地帯

における森林管理等に対する要請がありました。  

委員会からの要請に対応して、同局では、希少な野生生物を保護

するため、専門家の意見を聞いて策定した森林生態系保護地域保全

管理計画に基づき、希少な野生生物のモニタリング、生息環境の保

全、外来植物の駆除等を行っています。また、希少植物の盗採掘や

希少動物の車両との衝突死の防止のため、森林管理署等の職員が入

林者に注意を呼びかけています。さらに、徳之島では、鹿児島森林

管理署が地元関係者と、教育・研究やガイド付きのエコツアーのた

めに「剥
は げ

岳
だ け

林道及び三京
み き ょ う

林道の利用に関する協定」を締結し、この

協定を基に、各林道にゲートを設置して林道の通行を教育・研究目

的等の場合や同協議会が行うガイド付きのツアーで入林する場合に

限定することにより、保護と利用の調整に取り組んでいます。  

今後も、国、県、地元市町村及び地域の関係者が連携して、これ

らの要請に対応するとともに、引き続き、適切な保全・管理を行っ

ていくこととしています。 

 

 

 

・沖縄県八重山郡 (やえやまぐん ) 
竹富町 (たけとみちょう ) 
上原 (うえはら )国有林  

・希少植物の生育状況の調査  
 (令和３年６月 )  

・鹿児島県大島郡 (おおしまぐん ) 
天城町 (あまぎちょう ) 
三京岳 (みきょうだけ )国有林  

・エコツアーガイドによる入林時の説明  
 (令和２年２月 )  




